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第５回 安曇野市消防委員会 

１ 審議会名  安曇野市消防委員会  

２ 日  時   令和７年11月11日 午後５時55分から午後６時35分まで  

３ 会  場   安曇野市役所本庁舎 ２階 201会議室  

４ 出 席者   百瀬委員長、井口職務代理、二木委員、藤原委員、草深委員、栗原委員  

宮島委員、小平委員、大野田委員、小澤委員  

両角委員（消防署長）、髙橋委員（団長）  

危機管理課 中村課長補佐、髙山主任  

５ 公開・非公開の別  公開       

６ 傍聴人  ０人  記者 ０人  

７ 会議概要作成年月日  令和７年11月12日  

協  議  事  項  等 

【会議の概要】 

 

１ 開  会  

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 会議事項 

（１）安曇野市消防団組織に関する建議書について 

 

（２）来年度の検討課題について 

 

（３）次期消防委員（R8-R9）の定数、選出について 

 

４ そ の 他 

(1)第26回全国女性消防操法大会の結果について 

 

（２）今後の日程について 

   

 ５  閉  会 
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【会議事項】 

 

事務局： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長： 

 

委員： 

 

委員長： 

 

 

 

事務局： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）安曇野市消防団組織に関する建議書について 

 

建議書の内容を説明する。 

1つ目として、消防団員数が減少傾向であることを踏まえて、機能別消防

団員制度の導入について建議する。現役団員は平日の昼間となると仕事の

関係上出動しにくいため、「消防団経験者を中心とした機能別消防団員制

度の導入」を検討されたい。 

２つ目として、「音楽喇叭隊・女性消防隊の機能別消防団員制度の導入の

検討」であるが、他市の事例では活動、報酬ともに一般団員と差がある場合

がほとんどである。導入を検討されるにあたり、従来の団員が不利益を受け

ないように配慮いただきたい。 

以上の内容となる。 

 

建議書（案）の内容について、委員からの意見を求める。 

 

～意見なし～ 

 

この内容で建議書提出とする。 

 

（２）来年度の検討課題について 

 

安曇野市消防委員会条例の第２条では 

・消防団の服務、待遇等に関すること。 

・消防施設の改善強化に関すること。 

・その他消防行政に関すること。 

について市長の諮問に答え又は市長に対して建議すると謳っている。 

来年度の検討課題（案）として、事務局では 

・女性消防隊の活動について 

来年度から女性消防隊の方を消防委員会に加えることになっている。ま

た、今年度は全国女性消防操法大会に出場した。今後、定例夜警や救急救

命講習以外にも活動の幅が広がる可能性を考えて、女性消防隊の活動につ

いて検討するものになる。 

・消防団の地震・水害時の対応について 

最近は林野火災が多いが、大地震の発生確率が比較的高いことや集中

豪雨による水害のリスクも高まっていることから、地震・水害時の対応につ

いて検討するものになる。 

以上 2点を事務局として提案する。 



3 

 

 

 

 

委員長： 

         

二木委員： 

 

 

委員（団長）： 

 

 

 

 

 

 

 

委員長： 

 

 

 

事務局： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、消防委員の皆さまのOB としての経験も踏まえて、検討課題をご提

案いただきたい。 

 

来年度の検討課題について、委員からの意見を求める。 

 

現状を最も把握している現役の髙橋団長からご提案いただいてはどう

か。簡単でよいので現在の消防団の状況だけでもお聞きしたい。 

 

まずは団員不足があるが、機能別消防団員制度が導入されることで事態

は一歩進展すると考えられる。装備品については、毎年少しずつ必要なもの

はいただいている。活動しながらその都度調整していきたい。 

現在一番思うことは出動範囲の見直しである。現状、ブロック単位で地域

ごとに火災に対応しているが、ブロックごとに団員数に差がある。その場合、

特に各ブロックの管轄域境界における火災対応に影響してくると思われる。 

そのほかについては、また考えさせていただきたい。 

 

今回いただいた意見をもとに、次期体制で協議を進めていただきたい。 

 

（３）次期消防委員（R8-R9）の定数、選出について 

 

令和６年度から令和７年度の協議の中で、消防委員の定数を各地区 1名

ずつとし、よりコンパクトな構成にすることになっている。再確認になると思う

が、事務局案として以下のように提案させていただく。 

・委員構成 

各地区１名ずつの計５名、女性消防隊（経験者を含む）１名、 

消防署長１名、現団長１名の計８名 

・開催回数 

年２回 

・委員任期 

２年間 

協議内容は１つのテーマを２年間扱うものとする 

・後任の委員 

１）継続委員 

２）辞任委員：後任者を推薦する 

推薦する後任者がいない場合は、該当地区の正副分団 

長から消防団経験者（OB）を１名推薦いただく 
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事務局： 

 

 

委員長： 

 

各委員： 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局： 

 

委員長： 

 

【その他】 

 

 

事務局： 

 

委員（団長）： 

 

 

 

 

 

 

 

事務局： 

 

 

 

 

 

また併せて、現消防委員の皆さまの今後の動向について、お聞かせいた

だきたい。 

 

では、各地域順にお聞かせいただきたい。 

 

～以下、各地区委員～ 

豊科地域  二木委員：継続  井口委員（職務代理）：退会 

穂高地域  栗原委員：続投  宮島委員：退会 

三郷地域  大野田委員：続投  小澤委員：退会 

堀金地域  百瀬委員（委員長）：退会  小平委員：退会 

        ２年前まで副団長を務めていた田口氏が新任となる。 

        また詳しく情報提供する。 

明科地域  藤原委員：続投  草深委員：退会 

 

また、髙橋委員（団長）と両角委員（豊科消防署長）は続投いただきたい。 

 

その他になければ、この体制で次年度は消防委員会を進めていく。 

 

＜その他＞ 

(1)第26回全国女性消防操法大会の結果について 

 

髙橋委員（団長）からご説明いただきたい。 

 

先日開催された全国女性消防操法大会について、消防委員の皆さまも練

習から大会会場への応援まで、多方面にわたりご協力いただき感謝を申し

上げる。結果は44チーム中21位であった。当日は選手一同緊張したと思う

が、練習どおりの操法ができたと思う。団長の自身としても感慨深いものが

あった。この場を借りてご報告する。 

 

（２）今後の日程について 

 

建議書提出 12月16日（火）午後３時から 

委員長と職務代理に出席いただくが、希望があれば他の委員も出席可 

 

 

＜閉会＞ 

 

 


